
食
品
製
造
業
の
海
外
直
接
投
資
の
動
向

　

日
本
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り
貿
易
自
由
化
と

と
も
に
資
本
の
自
由
化
を
進
め
た
。
一
九
六
〇

年
に「
貿
易
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」を
策
定
し
、

六
〇
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に
資
本
自
由
化
を

行
っ
た
。
対
内
直
接
投
資
（
外
国
資
本
に
よ
る

株
式
取
得
、子
会
社
設
立
）
に
つ
い
て
は
、六
七

年
の
第
一
次
自
由
化
か
ら
七
三
年
の
第
五
次
自

由
化
ま
で
四
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
一
方
、

対
外
投
資
の
自
由
化
も
六
九
年
の
第
一
次
自
由

化
か
ら
七
八
年
の
第
五
次
自
由
化
ま
で
五
段
階

に
分
け
て
行
わ
れ
、
八
〇
年
に
は
外
為
法
を
改

正
し
て
対
外
直
接
投
資
は
原
則
自
由
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
資
本
自
由
化
に
伴
な
っ
て
、
日
本

市
場
に
参
入
す
る
外
国
資
本
が
増
大
し
、
ま
た

日
本
の
食
品
製
造
業
の
海
外
直
接
投
資
も
徐
々

に
増
加
し
て
い
っ
た
。
特
に
、
一
九
八
五
年
の

プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
円
高
に
伴
っ
て
、
食
品
製

造
業
の
海
外
直
接
投
資
は
、
件
数
、
金
額
と
も

八
〇
年
代
後
半
に
急
増
し
た
。
し
か
し
、
九
〇

年
代
に
入
る
と
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
よ
り
海

外
直
接
投
資
ブ
ー
ム
は
去
り
、
九
七
年
の
海
外

直
接
投
資
は
五
二
件
、
五
八
〇
百
万
ド
ル
で
、

件
数
は
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
八
八
年
に
比
べ
る
と

三
分
の
一
に
減
少
し
、
金
額
も
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
半
減
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ー
ム
は
去
っ

た
も
の
の
、
食
品
製
造
業
の
海
外
進
出
は
着
実

に
進
展
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
海
外
直
接
投
資
の
結
果
、
食
品
製

造
業
の
海
外
生
産
比
率
（
海
外
現
地
法
人
を
有
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高
知
県
の
桂
浜
に
は
、
坂
本
竜
馬
の
立
像
が
あ

る
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
ま
な
ざ
し
は
波
涛
の
か
な
た
を
望
む
よ
う
に
、

あ
く
ま
で
遠
く
に
投
げ
ら
れ
、
凛
と
し
て
俗
物
を

寄
せ
付
け
な
い
清
冽
さ
に
溢
れ
て
い
る
。

　

維
新
の
時
代
に
は
、
幾
多
の
英
傑
が
駆
け
抜
け

た
。
竜
馬
は
凶
刀
に
、
高
杉
晋
作
は
病
に
倒
れ
た

が
、
竜
馬
の
親
友
中
岡
慎
太
郎
が
竜
馬
と
共
に
、

高
杉
の
親
友
久
坂
玄
瑞
も
ま
た
、
禁
門
の
変
で
夭

折
し
て
い
る
。
彼
ら
が
生
き
て
い
た
ら
と
嘆
い
て

も
詮
な
い
が
、
一
つ
の
夜
明
け
に
は
い
つ
も
有
名

無
名
の
無
数
の
屍
が
供
さ
れ
、
そ
し
て
若
者
た
ち

が
熱
く
行
動
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
歴
史
は
光
彩

を
放
つ
。

　

吉
田
松
陰
と
い
う
巨
大
な
存
在
は
必
須
で
あ
っ

た
と
し
て
、
長
州
が
三
方
を
海
域
に
接
し
、
土
佐

と
薩
摩
が
太
平
洋
を
臨
む
藩
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

記
憶
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　

海
の
変
幻
自
在
の
相
貌
に
は
、
や
す
ら
ぎ
よ
り

冒
険
と
旅
立
ち
が
似
合
う
。

　

循
環
系
の
根
源
に
あ
る
の
が
海
で
あ
る
。
生
物

を
育
み
慈
し
む
の
が
海
で
あ
れ
ば
、
と
き
に
そ
の

苛
烈
さ
に
人
々
の
怠
惰
を
叱
責
す
る
の
も
海
で
あ

る
。
時
代
を
乗
り
越
え
、
時
代
を
画
す
る
の
は
い

つ
も
情
念
。
底
知
れ
ぬ
情
念
が
宿
る
海
は
い
ま
、

あ
ま
り
に
も
憤
怒
に
満
ち
て
い
る
。���
（
平
井
）

す
る
企
業
の
集
計
、
通
産
省
調
べ
）
は
一
九
八

〇
年
で
は
〇
・
七
％
、
九
〇
年
で
も
一
・
二
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
九
八
年
で
は
三
・
〇
％

に
達
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
電
気
機
械

（
同
二
四
・
一
％
）、
輸
送
機
械
（
同
三
一
・
六

％
）
な
ど
の
他
産
業
に
比
べ
れ
ば
非
常
に
低
い

水
準
で
あ
る
（
製
造
業
の
平
均
は
一
三
・
八
％
）。

　

九
八
年
に
お
け
る
食
品
製
造
業
の
海
外
子
会

社
の
売
上
高
は
一
兆
二
、
八
六
三
億
円
で
あ
り
、

九
〇
年
の
二
・
六
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
米
国
が
三
五
％
、
ア
ジ
ア
が
四
一
％
を
占
め

て
お
り
、
近
年
ア
ジ
ア（
特
に
中
国
）の
割
合
が

増
加
し
て
い
る
。
な
お
、
海
外
で
生
産
さ
れ
た

製
品
の
う
ち
現
地
向
け
に
販
売
さ
れ
る
割
合
が

米
国
で
七
五
％
、
ア
ジ
ア
で
六
五
％
を
占
め
て

お
り
、
日
本
向
け
は
両
者
と
も
約
二
割
で
あ
る
。

（
清
水
）
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